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�

　

洞
爺
湖
温
泉
は
有
珠
山
や
噴
火
災
害
遺
構
、
昭
和
新
山

な
ど
見
ど
こ
ろ
が
豊
富
で
、
来
訪
者
が
特
に
多
い
人
気
観

光
地
で
あ
る
。
２
０
０
８
年
に
Ｇ
８（
主
要
国
首
脳
会
議
）

が
開
か
れ
、
そ
の
景
観
が
世
界
の
注
目
を
浴
び
た
。
翌
年

に
ユ
ネ
ス
コ
の
「
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定

さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
８
年
度
の
洞
爺
湖

町
観
光
入
り
込
客
数
は
２
５
９
万
人
で
全
道
９
位
、
町
村

で
は
堂
々
の
１
位
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
ま
た
、
新
た
な
魅
力
が
加
わ
っ
た
。
同
町
に
あ

る
「
入
江
・
高
砂
貝
塚
」
が
、
本
年
（
２
０
２
１
年
）
７

月
27
日
、「
北
海
道
・
北
東
北
縄
文
遺
跡
群
」
の
一
つ
と

し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

１
万
年
を
越
え
る
縄
文
時
代
は
、
戦
闘
に
備
え
る
陣
地

や
争
い
の
痕
跡
の
な
い
時
代
で
、
世
界
で
も
、
こ
れ
だ
け

長
く
平
和
が
続
い
た
地
域
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
縄
文
遺
跡
を
楽
し
く
見
学
す
る
に
は
、
多
少
の

知
識
と
想
像
力
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
近
年
は
遺
跡
に

残
る
骨
な
ど
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
や
、
放
射
性
炭
素
年
代
測
定

で
多
く
の
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　

20
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
で
誕
生
し
た
現
人
類
の
ホ
モ
サ

ピ
エ
ン
ス
が
日
本
や
っ
て
来
た
の
は
３
万
８
０
０
０
年
よ

り
以
前
の
こ
と
。
当
時
は
最
終
氷
河
期
（
７
万
年
前
～
１

万
年
前
）
で
、
海
水
面
が
現
在
よ
り
80
～
１
３
０
メ
ー
ト

ル
低
か
っ
た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
北
海
道
は
、
サ
ハ
リ

ン
（
樺
太
）
経
由
で
陸
続
き
だ
。
シ
ベ
リ
ア
南
部
か
ら
マ

ン
モ
ス
な
ど
の
大
型
動
物
を
追
っ
て
、
石
器
作
り
の
技
術

を
持
っ
た
人
々
が
や
っ
て
来
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

北
海
道
・
北
東
北
縄
文
遺
跡
群
の
青
森
県
の
遺
跡
か
ら
、

約
１
万
６
５
０
０
年
前
の
土
器
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
が
世

界
最
古
の
土
器
と
さ
れ
る
。
土
器
が
あ
る
と
煮
炊
き
や
貯

蔵
が
で
き
る
の
で
、
食
料
の
種
類
も
量
も
大
幅
に
増
え
、

定
住
生
活
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
。
日
本
は
そ
れ
か
ら
稲

作
農
業
が
広
ま
る
（
約
３
０
０
０
年
前
）
ま
で
を
縄
文
時

代
と
し
、
次
を
弥
生
時
代
と
し
て
い
る
。

　

実
は
、
最
終
氷
河
期
が
終
わ
る
の
は
約
１
万
年
前
で
、

そ
の
後
、
急
速
に
気
候
が
温
暖
化
し
極
地
の
氷
が
解
け
て

海
水
面
が
上
昇
し
た
。
寒
冷
な
草
原
は
、
温
暖
な
ク
リ
や

ド
ン
グ
リ
の
育
つ
広
葉
樹
の
森
に
な
り
、
大
型
動
物
は
絶

滅
す
る
が
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
ノ
ウ
サ
ギ
な
ど
の
小
動

物
が
増
え
て
、
海
で
は
貝
や
海
藻
が
豊
富
に
な
っ
た
。

　

８
０
０
０
～
７
０
０
０
年
前
に
有
珠
山
の
大
噴
火
で
山

体
崩
壊
が
発
生
し
、
そ
れ
か
ら
自
然
環
境
が
回
復
し
て
海

岸
沿
い
に
人
が
住
み
始
め
る
の
は
５
０
０
０
年
ほ
ど
前
か

ら
の
よ
う
だ
。
入
江
貝
塚
は
約
３
８
０
０
年
前
の
も
の
で

標
高
20
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
あ
り
、
海
岸
線
が
か
な
り
高
い

位
置
に
あ
っ
た
。定
住
生
活
が
成
熟
す
る
前
期
の
遺
跡
で
、

貝
塚
か
ら
は
ア
サ
リ
、
イ
ガ
イ
な
ど
の
貝
や
、
ニ
シ
ン
、

カ
サ
ゴ
、
マ
グ
ロ
の
骨
、
エ
ゾ
シ
カ
や
イ
ル
カ
な
ど
の
獣

骨
、
釣
り
針
や
銛
（
も
り
）
な
ど
の
漁
労
に
使
う
骨
角
器
が

発
掘
さ
れ
て
い
て
、
貝
よ
り
も
獣
骨
や
魚
骨
が
多
い
の
が
特

徴
だ
と
い
う
。
貝
塚
に
共
同
の
墓
地
や
祭
礼
場
が
あ
る
。

　

高
砂
貝
塚
は
、
入
江
よ
り
８
０
０
年
ほ
ど
新
し
い
も
の

で
標
高
は
10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
入
江
貝
塚
か
ら
４
５
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
西
寄
り
に
あ
る
縄
文
後
期
や
晩
期
な
ど

の
遺
跡
が
あ
る
。
気
温
が
現
代
に
近
づ
き
、海
面
が
下
が
り
、

海
岸
線
は
い
ま
の
鉄
道
線
路
の
あ
た
り
ま
で
後
退
し
た
。

　

高
砂
貝
塚
で
は
ア
サ
リ
や
、
カ
レ
イ
の
骨
が
多
い
こ
と

青 木 和 弘

胆振管内洞爺湖町

縄文遺跡 入江・高砂貝塚

入江貝塚の貝塚断面をトンネルで見学できる。入江貝塚
は土が黒いのと、貝類よりも魚の骨や獣骨の割合が多い
のが特徴。良質のたんぱく源に恵まれていたのだろう。
（写真上と、左下の入江土器は洞爺湖町ＨＰより）
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か
ら
、
貝
塚
周
辺
に
砂
浜
が
発
達
し
、
一
時
的
な
寒
冷
化

が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
と
い
う
。
内
浦
湾
の
豊
か
な
魚

介
と
ク
リ
や
ド
ン
グ
リ
な
ど
広
葉
樹
林
の
豊
富
な
恵
み
に

支
え
ら
れ
た
暮
ら
し
だ
っ
た
。
墓
地
と
は
独
立
し
た
祭
礼

場
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

縄
文
時
代
の
平
和
な
時
期
、
入
江
貝
塚
に
は
竪
穴
式
住

居
が
10
軒
ほ
ど
あ
っ
た
。
一
軒
に
５
、
６
人
が
住
ん
だ
と

い
わ
れ
る
。
漁
労
は
舟
と
網
を
使
っ
て
共
同
で
行
い
、
土

器
や
装
飾
具
は
専
門
の
工
芸
家
が
い
て
、人
々
は
、お
し
ゃ

れ
で
高
い
文
化
レ
ベ
ル
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
貝
塚
の
埋
葬
域
か
ら
出
土
し
た
副

葬
品
か
ら
高
度
な
精
神
性
に
よ
る
祭
礼
・
儀
礼
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
自
然
の
恵
み
と
共
存
し

た
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
争
い
の
な
い
暮
ら
し
か
ら
現
代
人
が
学

ぶ
べ
き
も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

高砂貝塚のＣエリアの貝塚の場所。散策のできる公園になっていて、貝塚が埋まっている場所の上にホタテの真っ白な貝
殻を敷き詰めている。３つの時代の異なるエリアがあるというが、ホタテの貝殻を敷き詰めた場所は２か所だけだった。

入
江
・
高
砂
貝
塚
館
。
南
東
３

２
０
ｍ
に
入
江
貝
塚
、
北
西
１

２
０
ｍ
に
高
砂
貝
塚
が
あ
り
、

出
土
物
が
展
示
さ
れ
て
い
る

入
江
土
器
は
、
木
の
棒
で
渦
巻

や
波
型
の
文
様
を
描
く
の
が
特

徴
と
さ
れ
る
。
縄
文
後
期
の
約

４
０
０
０
年
前
の
土
器


